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京都帝國大系内天文同好會登行



會員諸氏に訴ふ！！

本會’の健全なる登達のため，

去る九月の評議員會及び十月の猛襲の決議を實現

するため，是非，各員ガー名つつの（或は其れ以

上の）新會員を御渤誘ありたし．

前號附鎌の別紙入會申込書を

一枚も飴さず，御利用あらんこごを願ふ

申込書不足ならば，いくらでも進呈むます。

天　文　同　好　會

　會計係より　會費携込回訓の方は何卒早速に

御願致します・描込用紙は十二月號に封入してあ

りますから，それを御利用下さい・集金を御希望

の方は御申越次第差立てますガ，此の方法は費用

もか・り，手藪も大詰ですから，振替で彿込んで

下されば大いに助かります，

　「天界！の現状を維持し，この會費の値下げ，しか

も四割の値下げですから會計は中々の努力です・

此黙を御諒解下され，前納を是非働行して頂きた

いものです．
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挙れは吾が天文同好會員の教科書とも言ふべきものであって，殊にL天界■や

しブレテン「を讃むナこめに溢れは必要な書物である．星圖や天膿爲眞を見るの

にも　新聞雑誌の天文記事を讃むのにも，多少の準備的智識のあると無いと

は大攣に興味の違ふものであるが，此のL標準天文鯉は此等の要求に慮する

やうに書かれナこものである・同好會員は必ず一本を備へなければならない・
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